
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日にち 

  

会場 

 

参加費 

 

後援 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 参加の呼びかけ 

 

日時 

 

会場 

 

参加費 

 

主催 

 

申込み方法 

 

本要項の後半ページ、～参加・宿泊等のご案内～をご確認の上、「参加申込書」に必要

事項をご記入いただき、ＦＡＸにて名鉄観光にお申し込みください。 

 

●一般参加者（記念講演のみ）は申込み不要です。 

当日先着順となります。 

 

私たち「21 世紀・老人福祉の向上をめざす施設連絡会」（略称：21・老福連）は実践交流と連携を

めざした老人福祉の連絡組織として、200１年に発足いたしました。発足にあたって 

①介護保険導入の混乱と矛盾から高齢者を守る立場で、公的福祉の確立を目指すとともに、真の高齢

者福祉、介護保険の在り方について実践を含めた意見交換を活発に行う 

②高齢者主体の援助実践、ケアの質、暮らしの内容を豊かにするため、「職員研究交流集会」を開催

する 

③老人福祉の向上をめざす活動、社会保障を守る活動などを諸団体と共同、連携し積極的に進める 

これらを目標に掲げ、毎年「実践・交流・連携」を重ねてきました。 

この集会は上記の目的に沿った三日間で構成されています。その中でも分科会は、参加者が仕事への

誇りを持ち、勇気と元気を得ることを目的にしています。単なる事例発表ではなく、一日をかけて参

加者全員がテーマに沿って本音で語り合い、今後の豊かな援助実践につなげる内容となっています。 

高齢者福祉に携わる全国の仲間と一緒に学びを深めて、希望と元気を持ち帰れる職員研究交流集会と

なるよう、多くのみなさまのご参加をお待ちしております。 

-2-



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ 

 

プログラム 

 

目的 

 

12：00～ 受付開始 

13：00～13：20 歓迎セレモニー 太鼓：大地の会・特別養護老人ホーム 

甲寿園職員太鼓サークル和太鼓集団鼓寿（ことぶき） 

13：20～13：30 開会挨拶・オリエンテーション 

13：30～14：10 基調報告 21・老福連事務局長 正森克也氏 

14：15～15：50 記念講演Ⅰ  

日本国憲法と社会福祉 

～日本国憲法の輝く社会に 福祉現場で働く職員と憲法～ 

愛知県立大学 教育学部 准教授 久保田貢氏 

15：50～16：00 休憩 

16：00～17：00 リレートーク めっちゃAーStudio 

17：00～17：15 2日目説明（座長・助言者のみ～17：45 打ち合わせ） 

＊手話通訳あり 

私たち、21・老福連が主催する「職員研究交流集会」は、「豊かな援助実践と公的

福祉制度の確立」をめざし、全国の介護現場で高齢者に向き合い、尊厳ある人生への

支援を多様に行い、優れた援助実践を持ち寄り、交流し、全国に発信する広場となっ

ています。介護実践に対し、自由に意見を出し合い、褒め合い、交流を深め、元気を

共有し合うことが今、大切なのではないでしょうか。 

職員研究交流集会は、介護保険法施行後、そして阪神淡路大震災の復興半ばの神戸

の地で第1回目を開催しました。その後、東日本大震災、福島原発事故、熊本地震と

続き、人の営みのある所全て、災害との背中合わせだと言えます。「ルミナリエ２０１

７」の期間中です。希望のあかりと異人館、ミナト神戸で介護実践を語り合いあいま

しょう！次期介護報酬改定に向けて、今を学び合いましょう！ 

 

 

1９：00～21：00 神戸名物をはじめとしたホテルメニューをお楽しみ下さい。

福祉従事者として絆を深めましょう。 

 

9：00～ 受付開始 

9：30～16：30 分科会・分散会 

 

9：00～ 受付開始 

9：30～11：30 記念講演Ⅱ 

戦争のしくみ 平和について考える 

フリージャーナリスト 西谷文和 氏 

11：30～11：50 閉会・次回開催地挨拶 

＊手話通訳あり 
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「めっちゃええやん 福祉の仕事 あきらめない実践を語り合い 希望のあかりで 

照らし出そう！」をテーマに、現場で働く職員が集結し、登壇！ 

「働きがい やりがい 福祉のしごとの魅力や感動」などを熱く語り合います！ 

全体会 

 

日本では 70 年以上に渡り、戦争によって命を奪い・奪われることのない時代が続い

てきました。一方、世界ではこの 70 年、そして今も戦火が絶えません。中東やアフ

リカ諸国の取材を続けておられる西谷文和さんに、南スーダンなどのお話を伺います。

戦争の悲惨さを知り、日本国憲法の理念の重要性を再確認しましょう。 

また、平和のうちに過ごしてきたかに見える私たちの暮らしについても、 

（兵器や原発、そしてその輸出など）考える機会となるでしょう。 

21・老福連は介護保険法が成立した翌年に、全国の施設長３６名有志が呼びかけ、介

護保険制度が施行された翌年 2001 年３月に結成総会を開きました。介護保険制度施

行から１７年、「社会福祉」のあり方を 21・老福連の活動の経緯をふりかえりながら、

職員研究交流集会の基調報告を行います。 

 

平和憲法施行から７０年 国民主権・基本的人権の尊重・平和原則など、世界に誇る日

本国憲法。いまその原則を変えようとする動きがおこっています。 沖縄の基地・大規

模の災害と復興・原発・高齢者・子どもへの貧困があります。 社会保障・社会福祉も

国民の権利と国の義務が憲法に明記されました。憲法の歴史・憲法の役割をしっかり学

び、社会福祉を仕事としている私たちが憲法の精神をしっかり身につける内容です。 
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N
O

.
分
科
会
名

分
散
会

分
散
会
名

テ
ー
マ

座
長

助
言
者

そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
を
支
え
る
こ
と
を
中
心
に
、
日
常
生
活
の
中
で
支
援
の
在
り
方
や
個
別
ケ
ア
の
工
夫
、
認
知
症
ケ
ア
の
取
り
組

み
、
医
療
と
介
護
の
連
携
、
最
期
ま
で
食
べ
る
こ
と
を
大
切
に
し
た
取
り
組
み
な
ど
、
現
場
で
の
実
践
事
例
を
持
ち
寄
り
学
び
あ
い
ま

し
ょ
う
。

・
高
齢
者
の
「
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
」
を
支
え
る
取
り
組
み

・
そ
の
人
の
Q
O
L
か
ら
つ
な
が
る
リ
ハ
ビ
リ
や
外
出
支
援
な
ど
の
取
り
組
み

・
排
泄
ケ
ア
や
入
浴
ケ
ア
、
口
腔
ケ
ア
な
ど
の
工
夫
の
実
践

・
チ
ー
ム
ケ
ア
、
多
職
種
協
働
に
よ
る
実
践

・
認
知
症
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
為
の
創
意
工
夫
の
実
践

・
認
知
症
高
齢
者
の
尊
厳
を
大
切
に
し
た
ケ
ア
の
取
り
組
み

・
医
療
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
課
題

・
感
染
予
防
対
策
の
取
り
組
み

・
皮
膚
ケ
ア
の
充
実
、
褥
瘡
予
防
の
取
り
組
み

・
生
活
の
延
長
に
あ
る
看
取
り
ケ
ア
の
実
践

・
最
期
ま
で
食
べ
る
こ
と
を
大
切
に
し
た
実
践

・
嚥
下
障
害
や
食
欲
不
振
、
認
知
症
に
よ
る
摂
取
量
低
下
等
へ
の
栄
養
改
善
の
取
り
組
み

・
調
理
現
場
に
お
け
る
個
別
対
応
と
調
理
の
工
夫

・
サ
ー
ビ
ス
機
関
と
の
連
携
、
地
域
資
源
の
活
用

高
齢
者
の
住
ま
い
の
普
及
が
促
進
さ
れ
、
各
地
で
多
様
な
住
ま
い
が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
付
き
の
高
齢
者
住
宅
、
有
料
老

人
ホ
ー
ム
（
住
宅
型
、
介
護
付
き
）
、
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
な
ど
、
こ
れ
ら
が
「
老
人
の
住
ま
い
と
介
護
」
の
保
障
に
な
り
え
る
の
か
、

ま
た
安
心
の
住
ま
い
「
終
い
の
棲
家
」
に
な
り
え
る
の
か
、
事
例
を
も
ち
よ
り
、
現
状
と
課
題
を
議
論
し
ま
し
ょ
う
。

・
多
様
な
住
ま
い
の
機
能
と
役
割
、
運
営
の
問
題
・
課
題

・
中
重
度
者
へ
の
対
応

・
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
利
用
者
の
対
応
と
課
題

・
地
域
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連
携

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
役
割
と
今
度
の
運
営
に
つ
い
て
、
現
状
課
題
や
固
有
の
問
題
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
ょ
う
。

・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
在
り
方
、
利
用
者
へ
の
生
活
支
援

・
精
神
疾
患
等
の
あ
る
利
用
者
へ
の
支
援

・
「
外
部
利
用
型
」
の
導
入
な
ど
制
度
転
換
の
実
態
と
対
応

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
取
り
組
み

・
自
治
体
と
の
連
携
、
低
所
得
者
・
社
会
適
応
困
難
高
齢
者
の
実
態

大
阪

い
の
こ
の
里

部
長
　
佐
々
木
　
政
布

養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
役
割
と
課

題
を
考
え
る

大
阪

城
東
養
護
老
人
ホ
ー
ム

施
設
長
　
塩
見
　
一
弥

岡
山

岡
山
会
陽
の
里

施
設
長
　
藤
岡
　
理
恵

A

ケ
ア
ハ
ウ
ス
・
有
料
老
人
ホ
ー
ム
・

サ
高
住
等
多
様
な
住
ま
い
の
機
能
と

役
割

A
－
５

有
料
ホ
ー
ム
・

ケ
ア
ハ
ウ
ス
・

サ
高
住
居
な
ど

の
多
様
な
住
ま

い
の
機
能
と
役

割
を
考
え
る

愛
知

ケ
ア
ハ
ウ
ス
す
こ
や
か
の
里

副
施
設
長
　
森
田
　
由
美
子

施
設
で
そ
の
人

ら
し
い
暮
ら
し

を
支
え
る

兵
庫

甲
寿
園

施
設
長
　
中
野
　
由
理

A
－
２

A
ー
３

A
－
４

豊
か
な
日
常
生
活
を
支
え
る

豊
か
な
日
常
生
活
を
支
え
る

【
※
手
話
通
訳
あ
り
】

認
知
症
の
ケ
ア
を
考
え
る

A
－
１
①

A
－
1
②

宮
城

宮
城
厚
生
福
祉
会

介
護
事
業
統
括
責
任
者

丸
田
　
礼
子

養
護
老
人
ホ
ー
ム

A
－
６

重
度
化
し
た
高
齢
者
へ
の
対
応

(医
療
と
介
護
の
連
携
・
看
取
り

等
）

食
に
つ
い
て
考
え
る

調
整
中

群
馬

榛
名
憩
の
園

大
美
賀
　
亨

熊
本

た
く
ま
の
里

施
設
長
　
作
取
　
久

岡
山

中
野
け
ん
せ
い
え
ん

施
設
長
　
竹
永
　
徹

兵
庫

淡
路
ふ
く
ろ
う
の
郷

理
事
長
　
大
矢
　
暹

静
岡

芳
川
の
里

施
設
長
　
小
杉
山
　
敬

愛
知

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
か
り
や

施
設
長
　
早
川
　
昌
宏

調
整
中
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N
O

.
分
科
会
名

分
散
会

分
散
会
名

テ
ー
マ

座
長

助
言
者

在
宅
生
活
を
支
え
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
役
割
や
課
題
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
医
療
ニ
ー
ズ
の
高
い
利
用
者
へ

の
対
応
に
つ
い
て
の
実
践
事
例
を
持
ち
寄
り
学
び
あ
い
ま
し
ょ
う
。

・
シ
ョ
ー
ス
テ
イ
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
特
有
の
課
題
、
難
し
さ
、
工
夫
し
た
取
り
組
み

・
認
知
症
高
齢
者
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の
支
援
の
工
夫

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
役
割
と
求
め
ら
れ
る
ニ
ー
ズ
の
変
化
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
等
の
工
夫

・
在
宅
介
護
を
支
え
る
上
で
の
家
族
支
援
の
取
り
組
み
、
世
帯
単
位
で
の
支
援
の
在
り
方

・
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
利
用
者
の
対
応
と
課
題

・
緊
急
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
（
高
齢
者
虐
待
で
の
対
応
等
）

高
齢
者
は
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
中
で
、
た
く
さ
ん
の
生
活
課
題
を
抱
え
ま
す
。
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
ま
た
市
町
村
独
自
の
制
度
な
ど
そ
の
人
ら
し
い
生
活
が
支
援
で
き
る
地
域
包
括
ケ
ア
の
姿
に
つ
い
て
実
践
例

や
課
題
を
持
ち
寄
り
議
論
し
ま
し
ょ
う
。

・
地
域
包
括
ケ
ア
の
新
た
な
役
割
と
課
題

・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
リ
ス
ク
管
理
、
情
報
共
有

・
多
問
題
家
族
や
独
居
、
老
老
家
族
な
ど
困
難
事
例
へ
の
取
り
組
み

・
障
害
の
あ
る
家
族
支
援
の
取
り
組
み

・
総
合
事
業
の
課
題
と
成
果

（
訪
問
介
護
、
訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ
、
訪
問
歯
科
、
訪
問
入
浴
）

度
重
な
る
制
度
改
定
に
、
利
用
者
・
家
族
の
在
宅
生
活
は
、
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
看
取
り
、
独
居
認
知
症
高
齢
者
を
支
え

る
緊
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
も
急
務
で
す
。
事
例
を
通
し
て
、
訪
問
介
護
の
専
門
性
を
語
り
合
い
、
問
題
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

・
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
の
主
張
・
・
・
「
や
り
が
い
は
あ
る
け
ど
。
な
ん
と
か
し
て
よ
！
こ
の
現
実
」

・
生
活
支
援
の
専
門
性
・
・
・
「
そ
の
人
ら
し
さ
を
支
え
、
今
日
も
明
日
も
生
活
で
き
る
」
を
支
え
る

・
ヘ
ル
パ
ー
の
担
う
「
医
療
行
為
」
・
・
・
研
修
制
度
、
事
故
の
リ
ス
ク
な
ど
考
え
て
お
き
た
い
こ
と

・
こ
の
家
で
最
期
ま
で
・
・
・
在
宅
で
の
看
取
り
の
実
態

・
介
護
報
酬
改
定
に
お
い
て
の
訪
問
介
護
現
場
で
の
影
響
と
支
援

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
小
規
模
多
機
能
施
設
）

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
地
域
の
中
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
在
り
方
、
重
度
化
や
看
取
り
の
対
応
等
、
ケ
ア
の
質
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ら
で
は
の
ケ
ア
や
課
題
を
持
ち
寄
り
議
論
し
ま
し
ょ
う
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る

た
め
に
「
通
い
」
「
訪
問
」
「
泊
ま
り
」
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
創
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
報
酬
上
で
の
問
題
や
小
規
多
機
能
と
し
て
の

役
割
な
ど
、
メ
リ
ッ
ト
と
と
も
に
多
く
の
問
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
ま
す
。
在
宅
生
活
を
支
え
る
取
り
組
み
や
課
題
に
つ
い
て
、
実

践
事
例
を
通
し
て
議
論
し
ま
し
ょ
う
。

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
ケ
ア
の
在
り
方
、
実
践
、
役
割
、
地
域
と
の
か
か
わ
り

・
小
規
模
多
機
能
施
設
の
役
割
と
地
域
連
携
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
地
域
で
暮
ら
せ
る
た
め
の
施
設
の
役
割

・
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
利
用
者
の
対
応
と
課
題

短
期
入
所
の
取
り
組
み
を
中
心
に

B
－
１

B
－
２

B
－
４

B
－
３

在
宅
生
活
を
支

え
る

B

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ケ
ア

小
規
模
多
機
能
施
設

B
－
４

困
難
事
例
な
ど

地
域
包
括
ケ
ア
と
総
合
事
業

在
宅
を
支
え
る
訪
問
事
業

通
所
介
護
の
取
り
組
み

京
都

生
活
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
姉
小
路

施
設
長
　
宮
本
　
武
史

島
根

ひ
ま
わ
り
園

★
調
整
中
★

兵
庫

あ
し
や
喜
楽
苑

部
長
　
大
西
　
明
美

千
葉

や
わ
ら
木
苑

総
合
サ
ー
ビ
ス
室
長

伊
藤
　
裕
之

兵
庫

K
O
B
E
須
磨
き
ら
く
え
ん

在
宅
部
長

小
林
　
大
洋

調
整
中

大
阪

結
い
の
里

施
設
長
　
阿
部
　
裕
一
郎

調
整
中

兵
庫

甲
山
福
祉
セ
ン
タ
ー

地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

川
内
　
光
子

東
京

白
十
字
八
国
苑

施
設
長
　
吉
田
　
裕
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N
O

.
分
科
会
名

分
散
会

分
散
会
名

テ
ー
マ

座
長

助
言
者

日
常
生
活
の
中
に
は
多
く
の
リ
ス
ク
が
存
在
し
ま
す
。
リ
ス
ク
へ
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
据
え
る
か
で
、
利
用
者
の
生
活
の
あ
り
様
が

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事
故
予
防
の
取
り
組
み
や
体
制
づ
く
り
、
研
修
や
学
習
活
動
な
ど
各
施
設
の
実
践
を
持
ち
寄
り
議
論
し
ま

し
ょ
う
。

・
発
生
し
た
事
故
か
ら
学
ん
だ
こ
と
、
再
発
防
止
、
改
善
の
工
夫

・
身
体
拘
束
廃
止
、
虐
待
防
止
の
取
り
組
み
と
課
題
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
や
第
三
者
機
関
活
動
の
実
例

・
そ
の
人
ら
し
さ
、
自
由
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
ケ
ア
の
実
践
、
高
齢
者
の
生
活
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

・
事
故
防
止
の
取
り
組
み
や
体
制
、
家
族
と
の
連
携
・
信
頼
関
係
づ
く
り
、
事
故
対
応
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
そ
の
活
か
し
方

職
員
が
誇
り
と
自
信
を
も
っ
て
元
気
に
働
く
こ
と
は
、
職
場
の
大
き
な
目
標
で
す
。
そ
の
よ
う
な
職
場
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る

か
、
取
り
組
み
の
事
例
な
ど
を
持
ち
寄
り
、
課
題
や
問
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
新
し
い
８
K
が
実
現
で
き
る
職
場
づ
く

り
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

・
組
織
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
協
力
・
連
携
へ
の
課
題
。
・
研
修
制
度
、
職
員
育
成
の
工
夫
や
悩
み
。

・
自
身
の
考
え
や
意
見
を
本
音
で
ぶ
つ
け
あ
い
、
職
場
の
問
題
に
と
り
く
ん
だ
事
例

・
職
場
の
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て

・
管
理
職
や
上
司
、
他
職
種
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

・
８
K
（
希
望
・
輝
き
・
絆
・
き
づ
き
・
き
ら
め
き
・
感
謝
・
感
激
・
感
動
）
を
感
じ
た
瞬
間

事
業
の
多
様
化
、
制
度
改
定
、
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
、
「
実
務
の
要
」
と
し
て
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

行
政
や
地
域
と
の
関
係
づ
く
り
の
う
え
で
も
そ
の
能
力
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
事
務
部
門
の
役
割
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

・
福
祉
施
設
に
お
け
る
事
務
部
門
の
役
割
、
他
部
門
と
の
連
携
の
工
夫

・
事
務
、
経
理
、
総
務
事
務
の
効
率
化
、
経
営
デ
ー
タ
の
活
用
。
情
報
管
理
の
工
夫
。
守
秘
義
務
と
情
報
公
開
の
課
題
。

・
事
務
部
門
か
ら
み
た
介
護
保
険
制
度
の
問
題

・
民
主
的
運
営
の
課
題
、
各
種
委
員
会
の
事
務
局
な
ど
運
営
へ
の
参
加
。
・
全
職
員
参
加
の
運
営
、
処
遇
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
。

利
用
者
・
入
居
者
の
「
豊
か
な
生
活
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
介
護
従
事
者
だ
け
で
な
く
、
家
族
・
地
域
住
民
と
の
連
携
が
不
可
欠

で
す
。
家
族
介
護
者
へ
の
支
援
、
家
族
介
護
者
の
課
題
や
悩
み
な
ど
か
ら
施
設
と
家
族
（
家
族
会
）
、
施
設
と
地
域
の
繋
が
り
な
ど
、

『
家
族
』
『
地
域
』
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

・
家
族
会
活
動
の
現
状
と
課
題
、
家
族
と
の
ケ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

・
家
族
等
介
護
者
へ
の
支
援
と
課
題
、
家
族
介
護
の
家
族
の
本
音
と
そ
の
支
援

・
介
護
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
現
状
と
課
題
、
地
域
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
共
同
組
織
活
動

・
施
設
に
お
け
る
地
域
貢
献
活
動
内
容
の
現
状
と
課
題

A
~
F
の
分
科
会
に
少
し
合
わ
な
い
と
思
わ
れ
る
方
、
発
表
経
験
が
無
い
・
少
な
い
方
で
「
こ
ん
な
初
歩
的
な
こ
と
で
良
い
の
？
」

「
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
」
等
、
人
前
で
発
表
す
る
機
会
を
も
ち
た
い
が
躊
躇
し
て
し
ま
う
方
、
短
時
間
で
も
大
丈
夫
で
す
。
経
験
の

為
に
も
活
用
で
き
る
分
科
会
で
す
。

G

「
ち
ょ
っ
と
聞

い
て
よ
、
私
の

話
」

集
え
！
発
表
初
心
者
・
と
に
か
く
語

り
た
い
人
。

G

石
川

な
ん
ぶ
や
す
ら
ぎ
ホ
ー
ム

施
設
長
　
坂
口
　
朋
美

F

介
護
の
悩
み
や

誇
り
を
語
り
合

お
う

D

事
務
の
役
割
を
考
え
る

D

千
葉

や
わ
ら
木
苑

施
設
長
　
阿
部
　
孝
志

東
京

白
十
字
ホ
ー
ム

施
設
長
　
西
岡
　
修

F
家
族
や
地
域
と
の
関
わ
り

京
都

原
谷
こ
ぶ
し
の
里

施
設
長
　
介
山
　
篤

家
族
や
地
域
と

の
関
わ
り
を
考

え
る

宮
城

宮
城
厚
生
福
祉
会

事
務
局
長
　
大
内
　
誠

E

福
祉
施
設
に
お

け
る
事
務
の
役

割
を
考
え
る

E

京
都

ラ
イ
ブ
リ
ィ
き
ぬ
か
け

事
務
長
　
藤
田
　
隼
平

調
整
中

職
場
づ
く
り

調
整
中

富
山

し
ら
い
わ
苑

施
設
長
　
加
藤
　
ま
ゆ
み

安
心
・
安
全
な
生
活

C
安
心
・
安
全
な

生
活
を
考
え
る

C
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○送信後、ご入力いただいたメールアドレス宛に確
認メールが届きます。必ず内容の確認をお願いい
たします。（メール不着の場合、エントリー失敗
の可能性があります。その際は別記、お問い合わ
せ先までご連絡ください） 

○エントリー受付後、分科会によって演題数に大幅
な差異が生じた場合は演題数の調整を行います。
希望する分科会から別の分科会に移っていただ
くこともありますので、予めご了承ください。 

エントリーは21・老福連のホームページから 

 

トップ画面 

「交流誌・集会資料等」 をクリック 

 

 

 

 

 

「職員研究交流集会」 をクリックし、 

「分科会の演題発表エントリーはこちらから」 

をクリック 

 

 

 

 

演題エントリーフォームの必要事項を入力し、 

送信を押してください 

分科会演題募集 

 

職員研究交流集会の分科会には毎年 100 本を超えるレポートが提出され、有意義な実践交流が

図られます。日々豊かな実践を積まれている全国の皆さんの報告を、全国の仲間と分かち合いませ

んか。あなたの実践は、他の仲間の『希望のあかり』になるかもしれません。 

分科会一覧表をご参照の上、発表をご検討ください。 

今年は「ちょっと聞いてよ、私の話」と題して、テーマ設定に縛られない分科会を設定しました。

発表の形式にとらわれず、どなたでもチャレンジしてください！若手職員の発表デビューの場とし

ても活用いただきたいと考えています。 

 発表いただける方は、以下をご覧の上、エントリーをお願いいたします。 

 

 ☆発表時間は 1 演題につき１０～２０分程度 

 ☆「ちょっと聞いてよ、私の話」は１０分以下でも可能です。 
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「発表原稿」および当日配布の資料に掲載する「抄録」を、下記の通り提出いただくようお願い

いたします。 

 

 【発表原稿の作成方法】 

  ・発表原稿は当日発表する内容です。印刷・配布は行いませんが、座長・助言者が分科会の進

行、助言の参考にします。（当日までに文言、趣旨を変えない範囲で多少の変更は可能です） 

  ・Word でまとめて下さい。 

   ≪Word ファイル名≫ [分科会No][県名][施設名][氏名][発表タイトル] 

              （例）A-2 兵庫 神戸の森 三宮次郎 在宅での看取り支援 

 

 【抄録作成方法】 

  ・21・老福連ホームページ第 17 回職員研究交流集会開催要項のページから「21・老福連第

17 回職員研究交流集会 演題抄録用紙」をダウンロードのうえ、作成ください。 

・抄録は発表原稿をベースにまとめて下さい。 

・抄録は当日配布資料に掲載しますので、指定の A４用紙 1 枚におさめて下さい（厳守） 

 ・レポートの末尾に、発表者施設の連絡先（問合せ先）を明記ください。 

≪Word ファイル名≫ [分科会No][県名][施設名][氏名] 

              （例）A-2 兵庫 神戸の森 三宮次郎 

  

 【提出方法】 

  発表原稿・抄録提出先 

  ・メールにて「発表原稿」と「抄録」の Word ファイルを添付の上、下記へお送り下さい。 

Ｅ-mail ： 21roufukuren@gmail.com 

    ・メールの件名は、[分科会No] [氏名][発表タイトル] として下さい。 

 

 【その他】 

  事前エントリーされた内容に基づいて発表をお願いします。発表にあたって、利用者等個人情

報の取り扱いについては、事前に同意を得る等、事業所の個人情報保護規定に従い、適正な対応

をお願いいたします。研究交流集会に参加できなかった方々とも実践交流を図る趣旨で、発表さ

れた内容を「ゆたかなくらし」誌の 21・老福連のページに掲載することもありますのでご承知

おきください。 
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【パワーポイントを使用して発表される場合】 

  ・使用機材について 

    発表に使用する機材は Windowsパソコン・プロジェクターとし、主催者側で準備

いたします。スピーカー、DVD プレイヤー、レーザーポインター等はありません

のでご留意ください。 

 

 

  ・データ形式について 

    データ形式は以下の通りとします。 

    ａ）使用ソフトウェア ： パワーポイント 

    ｂ）動 画      ： 環境に依存し、再生が担保出来ないため使用不可 

    ｃ）フォント（書体） ： Ｗｉｎｄｏｗｓ付属の標準フォントをご使用下さい 

 

 

  ・発表について 

    発表時は、各分科会で使用するパソコンにパワーポイントのファイルをコピーして

おきます。予め動作確認等は主催者側で実施し、トラブルのないように努めますが、

基本的に操作は各自が責任を持って行ってください。ご不明な点がありましたら、

下記に連絡をお願いいたします。 

 

 

  ・データの事前提出 

    予め発表データを下記住所に送付いただきますようお願いいたします。提出は 

ＣＤ-ＲまたはＤＶＤ-Ｒにてお願いいたします。提出いただいたデータは返却 

をいたしませんのでご了承ください。 

提出期限：10 月 31 日（火）必着 

 

 

 

当日配布資料について 

  事務局で確認用に使用しますので、１部印刷の上、送付ください。 

  ・パワーポイントの場合 

    ＣＤ-Ｒ（ＤＶＤ-Ｒ）と一緒に紙ベースの配布資料を添付ください 

 

配布資料の印刷方法（パワーポイント 2010の場合） 

印刷→フルページサイズのスライド→配布資料→６スライド（横） 

当日配布資料は、参加者用として各自で印刷の上、ご持参ください。必要な部数は、参

加者数が確定してからお伝えします。 
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２１・老福連 第１７回職員研究交流集会 in 神戸 ～参加・宿泊等のご案内～ 

【１】お申込方法のご案内 

① 参加者は申込書に必要事項を記入の上、10 月 10日(火)までに名鉄観光へＦＡＸ又は郵送にてお

申込下さい。電話による申込はトラブルの原因となりますのでご遠慮ください。 

お申込締切日 ２０１７年 10 月 10 日(火)厳守願います 

② お申込受付後、11 月上旬に名鉄観光より参加確認書(参加券・宿泊案内など)と請求書・振込先

をお送りいたします。 

③ 請求書をご確認の上、11 月 24 日(金)までに指定の振込口座へお振込み下さい。 

 振込み手数料はお客様ご負担とさせていただきます。 

【２】２１・老福連第 17 回職員研究交流集会 in 神戸 参加費のご案内 

参加期間 １日間 ２日間 ３日間 

金額 ７，０００円 ９，０００円 １０，０００円 

【３】宿泊のご案内 

  ご宿泊期間 2017年１２月 9日(土) １２月１０日(日) 

記号 宿泊施設名 部屋タイプ 
料金(お一人様) 

12/9(土) 

料金(お一人様) 

12/10(日) 
最寄り駅からのアクセス 

1 サンサイドホテル シングル １０，５００ １０，５００ 三宮 徒歩５分 

2 ホテルグリーンヒルアーバン シングル １０，５００ １０，５００ 三宮 徒歩１０分 

3-Ｓ 
神戸三宮ユニオンホテル 

シングル １０，５００ １０，５００ 
三宮 徒歩１０分 

3-Ｔ ツイン １１，５００ １１，５００ 

4 サンルートソプラ神戸 シングル １６，２００ １０，０００ 三宮 徒歩１０分 

5 東横イン神戸三ノ宮１ シングル ９，７２０ ８，６４０ 三宮 徒歩１０分 

6 東横イン神戸三ノ宮２ シングル ９，７２０ ８，６４０ 三宮 徒歩５分 

7 ダイワロイネットホテル神戸 シングル １６，０００ １２，０００ 三宮 徒歩５分 

8 第一グランドホテル神戸三宮 シングル １４，０００ ９，０００ 三宮 徒歩１０分 

9 チサンホテル神戸 シングル １１，０００ ８，５００ 神戸 徒歩５分 

10 ホテルクラウンパレス神戸 シングル １８，９００ １４，５８０ 神戸 徒歩５分 

11 ホテルサンルートアネッサ神戸 シングル １５，６６０ １２，９６０ 新開地 徒歩５分 

12 ホテルサンメンバーズ シングル １０，８００ １０，８００ 新神戸 徒歩３分 

13 アリストンホテル神戸 シングル １２，０００ １２，０００ みなとじま駅 徒歩５分 

★同室希望の方は、参加申込書該当欄にご記入下さい 

★宿泊申込の際上記記号をご記入下さい(例 神戸三宮ユニオンホテル シングルの場合：３-Ｓ ) 

★ホテルは先着順です。第一希望、第二希望とも満室の場合、表記以外のホテルもご案内させてい

ただきます。 

【４】交流会のご案内 

期日：2017 年１２月９日(土) 時間：１９時００分～   会場：ザ・マーカススクエア神戸 

   交流会費：９，０００円 

【５】お弁当のご案内 

希望販売にて注文を承ります。ご希望の方は申込書にご記入下さい。 

お弁当配布日：１２月１０日(日) 昼食(お弁当) お一人 １，０００円 
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【６】変更・取消についてのご案内 

お客様のご都合で予約を取消された場合、下記の取消料が必要となります。変更・取消の場

合は必ずＦＡＸまたは郵送でご連絡下さい。 

また、変更・取消後のご返金については、本大会終了後速やかに行いますのでご了承下さい。 

取消日 参加費 宿泊取消料 弁当取消料 懇親会取消料 

申込後 100％ 無料 無料 無料 

２１日目にあたる日以前の解除 100％ 無料 無料 無料 

２０日目にあたる日以降の解除 100％ ２０％ 無料 ２０％ 

７日前にあたる日以降の解除 100％ ３０％ 無料 ３０％ 

旅行開始日前日の解除 100％ ４０％ １００％ ４０％ 

旅行開始時当日の解除 100％ ５０％ 100％ ５０％ 

旅行開始後の解除又は無連絡不参加 100％ 100％ 100％ 100％ 

★上記取消料ならびに郵送料の実費を差し引いて、大会終了後に清算いたします。 

★変更・取消などによる組成さんは大会終了後に指定の口座へお振込み下さい。 

(事務手続き上、多少お時間をいただきますので予めご了承下さい) 

★大会当日のご返金は事務手続き上できません。 

【７】参加申込・宿泊・交流会・お弁当手配等についてのお問い合わせ先 

〒530-0027   大阪市北区堂山町３－３ (日本生命梅田ビル１０Ｆ) 

名鉄観光サービス㈱ 梅田支店 『21・老福連 第１７回職員研究交流集会』係 

担当：進導(しんどう) 井上(いのうえ) 蜂須賀(はちすか) 

ＴＥＬ：０６－６３１１－６６２１ ＦＡＸ：０６－６３１１－６６５７   

営業時間 9：00～18：00（土・日・祝日休み）  

地図  各会場と宿泊施設のご案内(数字はホテルの番号リストです)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

★大会会場 

 神戸市勤労会館 

■交流会会場 

 ザ・マーカススクエア神戸 

 

①サンサイドホテル 

②ホテルグリーンヒルアーバン 

③神戸三宮ユニオンホテル 

④サンルートソプラ神戸 

⑤東横イン神戸三ノ宮１ 

⑥東横イン神戸三ノ宮２ 

⑦ダイワロイネットホテル神戸 

⑧第一グランドホテル神戸三宮 

⑨チサンホテル神戸 

⑩ホテルクラウンパレス神戸 

⑪ホテルサンルートアネッサ神戸 

⑫ホテルサンメンバーズ 

⑬アリストンホテル神戸 

 

1 

3 

4 

8 

7 

5 

2 

6 
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9 

11 

10 

12 

【大会会場までのご案内】 

★全体会・分科会場   神戸市勤労会館    ■交流会会場 ザ・マーカススクエア神戸 

所在地 
〒651-0096 

神戸市中央区雲井通 5 丁目 1-2 

 

所在地 

〒650-0044 

神戸市中央区東川崎町 1-3-5  

クラウンパレス神戸内 

 

 

電話 078-232-1881 電話 078-367-1357  

交通機関 

市営地下鉄・JR・阪急・阪神・ポートライ

ナー各三宮駅から東へ徒歩 5 分 

 

交通機関 JR 神戸駅より徒歩 2 分  
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＞
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